
2018日本史Ｂ(久下)授業プリント原始７	 古墳時代（３）渡来文化と部民制・氏姓制度	

	

先進文化の渡来	

【５世紀】新しい技術の伝来…１渡来人	 	 (２帰化人)の増加・活躍	 主に朝鮮半島から	

（ａ）記紀に伝わる渡来系有力氏族の祖先の伝承	

	 	 <例>	３弓月君
ゆづきのきみ

	 	 …４秦
はた

	 氏の祖	 養蚕・機織を伝える	 	

	 	 	 		 ５王仁
わ に

	 	 …６西 文
かわちのふみ

	 氏の祖	 『論語』『千字文』を伝える	 	

	 	 	 		 ７阿知使主
あ ち の お み

	 	 …８東 漢
やまとのあや

	 氏の祖	 文筆に優れる	 	

（ｂ）漢字の使用…朝廷の記録や文書の作成	

	 	 最古(級)の漢字使用例(日本語への使用)	 ※９石上神宮
いそのかみじんぐう

七支刀
しちしとう

には日本語なし	

10隅田八幡神社人物画像鏡	 	 	 	 	 	 	 [和歌山]銘文…	｢癸未
き び

年｣(443	or	503)		

							 	｢意柴沙加宮
お し さ か の み や

｣(地名)	｢開中
かわちの

費直
あ た い

穢人
あやひと

｣(人名)	「大王
おおきみ

」	など	

	 	 	 11江田船山古墳出土鉄刀銘文、12稲荷山古墳出土鉄剣銘文	（→原始６）	

（ｃ）高級絹織物、馬具、鉄器生産など…技術者集団を組織	

	 	<例>13史部
ふひとべ

(文書)、14錦織
にしごり

部(絹織物)、15鞍作
くらつくり

部(馬具)、16韓鍛冶
からかぬち

部	 	 	(鉄器)、17 陶
すえつくり

部(須恵器)		

	 	 ※渡来人以外の技術者集団も同様	 <例>	19土師部
は じ べ

(土師器)、20玉造
たまつくり

部(勾玉)、服部
はとりべ

	
	

【６世紀】学術・宗教などの輸入	 	 	 『詩経』『書経』『易経』『春秋』『礼記』を講ずる	

	 	21儒教				…22百済から23五経博士	 	 	 の来日	 ☆同時に24医・易・暦の博士も	

		 	 25仏教	…26百済の27聖明王	 	 から28欽明	 	 天皇(大王)に(公伝)		

29５３８年(戊午)説		『30上宮
じょうぐう

聖徳
しょうとく

法王
ほうおう

帝説
ていせつ

	 	 	 	 	 』『31元興寺
がんごうじ

縁起』…有力	

32５５２年(壬申)説		『33日本書紀』	

			 →受容をめぐる対立…崇仏論争(？)		 崇仏派(34蘇我稲目	 	 	 )		 	 排仏派(35物部尾輿
お こ し

	 	 	 )	

			 ※渡来人などは、これ以前にも日本で信仰していた(私伝)	 <例>36司馬達等
たっと

(６Ｃ初)	

	

	

	

	

	

	

	

正誤問題練習	 <大学入試センター1998年追試験、1996年追試験より>	 		

①大和政権は部曲を遣わして，地方の屯倉を耕作させた。	

②日本語を漢字で表した例として，「獲加多支鹵大王」の文字を刻んだ隅田八幡神社蔵の人物画像鏡の銘文	

が知られる。	

３年	 	 	 組	 	 	 番	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 .	

[	 		 月	 		 日]	



ヤマト政権の支配体制（６世紀頃）	

土地・人民の支配	37部
べ

民
みん

制	 私地私民制		※流通経済が未発達→財産も税負担も人間＝労働が中心	

	 (ａ)土地	 38田荘	 	 …各豪族の所有地(田畑など)	

39屯倉	 	 …ヤマト政権や大王家の直轄地。豪族が田荘の一部を献上	

	 (ｂ)人民＝40部	 (部民	 	 )	 	 	 ※別に41奴婢…奴隷(売買の対象)	

	 	 	 42部曲	 	 …各豪族の所有民(田荘の耕作)	 <例>	蘇我部(蘇我氏)、大伴部(大伴氏)、葛城部(葛城氏)	

	 	 	 43名代	 	 ・子代	 	 …ヤマト政権や大王家の直轄民。豪族が部曲の一部を献上	

	 	 	 	 	 <例>	白髪部(清寧天皇＝白髪
しらか

王子)、長谷部(雄略天皇の長谷宮)、刑部
おさかべ

(允恭皇后忍坂
おさか

大中姫)	

	 	 	 44品部	 	 …特定の職能に従事する民(とその生活を負担する農民)	 		

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 <例>45土師部(土師器の製作)、46玉造
たまつくり

部(勾玉の製作)	、47田部
た べ

	 	 (屯倉の耕作)	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 集団(48伴
とも

)に編成され、豪族(49伴造	 	 )に統率されて、その指揮下で活動した	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 <例>	土師部を統括した伴造が土師氏、玉造部を統括した伴造が玉造氏	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 ※品部を部民全体を指す言葉とする説、伴と品部は同じという説もある。	

大王家と豪族の関係		50氏姓制度			

			 51氏	 ：豪族の同族集団(ただし擬制的な血縁)	 首長を52氏上
うじのかみ

、他を53氏人
うじびと

という	

				54姓	 ：ヤマト政権での地位、55氏に対して大王(天皇)から与えられる	 世襲	

								56臣	 …特に有力	 大王家との婚姻		地名を氏の名とする	

	 	 	 									 	 <例>	57葛城
かつらぎ

(仁徳天皇の妃)、58平群
へ ぐ り

、59蘇我(欽明天皇の妃)、和邇
わ に

、吉備、出雲	

	 	 	 	 60連	 …大王家直属	 伴造の中で特に有力な豪族	 職能名を氏の名とする	

	 	 	 									 	 <例>61大伴	 	 ・62物部	 	 (軍事担当)	 	 63中臣
なかとみ

・忌部
い ん べ

(祭祀担当)	

	 	 	 	 64君
きみ

	 (公)…地方の有力豪族	 <例>	筑紫、毛野	

	 	 	 	 	65直
あたえ

	…一般の地方豪族	 	 造
みやつこ

…一般の伴造	 	 首
おびと

・村主
すぐり

・ 史
ふひと

…渡来系氏族	

統治機構	 有力豪族の連合政権的	

［中央］大王の下で合議	 66大臣	 	 (臣姓豪族の代表人物)	 	大 夫
まえつきみ

(その他有力豪族)	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 67大連	 	 (連姓豪族の代表人物)	 	68伴造	−−	伴	−−	品部	

［地方］服属した地方豪族を69国造				・70県
あがた

主
ぬし

・稲置
い な ぎ

に任命…現地支配を一任	 屯倉の経営・管理	
	

☆大王家を中心に神話・伝承の再編成(６～７Ｃ)	

	 <例>	イザナギ神・イザナミ神→天照大神→…→神武天皇…九州から大和へ(B.C.660年)	

	 71帝紀	 	 (大王家や豪族の系譜)・72旧辞	 	 (神話や伝承)の編纂		→記紀(｢古事記｣｢日本書紀｣)へ	

	

	

	


